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＜連絡事項＞
· 青山荘の見学予定があります。下平ＰＳＷが本人へ説明しています。日時は以下の通りです。　　　駒木　洋士様　1月31日　15：30～

蛯名　勝幸様　2月1日　 15：30～

· 木村　忠史様　本日歯科受診しています。歯肉の腫れが認められる事から、クラビット（抗生物質）３×１　３日分処方。飲み切り止めの指示受けています。歯肉状態・歯磨き・咀嚼状況の確認をしていきましょう。

· 今後、小坂先生の診察・処置時は南病棟にある婦人科用の診察台を使用する事となります。準備･使用法について後日佐々木ＧＯＭから説明があります。

· 佐々木　香様　明日面談予定ですが、下平ＰＳＷも参加出来るとの事ですので、面談開始前に連絡おねがいします。

・症例検討会・行動制限最小化委員会を開催致します。22日月曜日のリーダーは資料が作成しているか確認お願いします。また、担当スタッフは資料作成をお願い致します。

· 山田典子様　排便8日間確認出来ないことからシンラック液（下剤）処方。本日準夜帯にて黒色便多量に確認できています。造影検査後のため、普通便への移行が確認できるまでは、患者様へは便の確認が必要な事説明しています。排便状況の確認お願いします｡

・現在、各病棟に配置している救急カートの中（注射薬BOX）に「塩酸ドパミン注キッ

ト200」という製剤が入っていますが、この製剤は使用する際、非常にゆっくりとした速度で点滴を行う必要があるため、「小児用の輸液セット（60滴＝1ｍＬ）」を用いる必要がありました。
幸いなことに、滅多に使用する事の無い薬品だったため、これまで使用されるケース

がありませんでしたが、間違って「成人用の輸液セット（20滴＝1ｍＬ）」で行った

場合、重篤な事態になる恐れがありました。
薬局より、「小児用の輸液セット」を準備しています。病棟救急カート内の注射薬BOXの中に入れていますので、確認・周知をお願い致します。

【山田　典子様　八戸赤十字病院受診状況・今後の予定】

本日、山田典子様がスタッフ付き添いにて（御家族が八戸赤十字病院で待っていた

ため、来院せず）八戸赤十字病院へ受診しています。

《検査結果：総胆管結石》

胃カメラを用いた胆管造影・石取り術・必要なら十二指腸切開術

以上のため、入院（入院科は精神科）の必要あり。以下については、保護者（山田正様）の奥様へ報告済んでいます。今後の治療については、日赤へ問い合わせるよう伝えています。

1月25日　11時までに精神科受診。このとき消化器科検査で受け付けする。

　　　　　この日の予約票はありませんが、受診予約済んでいます。　

　　　（この日は入院前の検査をするとの事。特に食止め・服薬止めの指示なし）

　　　　御家族の都合で付き添えないとの事。スタッフ付き添いで受診します。

1月26日　消化器科受診　検査結果聞きにいきます。

　　　　御家族付き添えるとの事。入院前の受診のため、スタッフも付き添う事と

　　　　しています。

　　　　入院申込書の連帯保証人の欄へ、市川七造様のサイン・捺印をして頂いて下

　　　　さい。

2月1日　　9時八戸赤十字病院へ9時入院。朝薬は服薬ＯＫですが、朝食は食べないで
　　　　とのことです。入院時は、普段服薬している薬を持参するようにとの事。

　　　　　入院は約1週間の見込みとの事。

＜1月22日のリーダーさんへ＞

2月1日八戸赤十字病院へ入院のため、川端先生へ報告・退院日の確認をおねがいします。
＜担当スタッフへ＞

退院時サマリー・退院療養検討会の日時設定おねがいします。

【畑中　徹様　３者面談の報告】

御両親・本人・スタッフ・担当医で面談施行。

現在は、飲酒要求はなく今後は自分にあった仕事を希望している。

父より、1ヶ月程は八戸で過ごさせ日常的な家の仕事をさせてから宮城の方へ戻ったら良いと話あり。本人は、早い時期に宮城へ戻りたいと話されています。初外来は29日。

（生命保険に提出する為の診断書を本日作成して頂き、医事で保管しています。退院時ご家族へ渡すよう医事へは伝えていますが、再度退院時確認お願いします。

また、幼稚園に提出する診断書は、後日郵送する予定となっています。この事についてもご家族へ説明お願いします｡）

＜入院患者様　入院状況・今後のケア検討＞

柳谷靖子様(26)　人格障害　任意入院　西A　５０号室　Dr：猪股
【入院に至る経緯】

Ｈ18年6月頃より、動悸・息切れ・しびれを訴えるようになり、八戸クリニック内科を受診。同院への外来通院、服薬を続けていた。症状の改善がみられず、同院より紹介され、　　　　Ｈ18.11.21八戸マナクリニック初診。初診時は、不安抑うつ状態であったが、頓服薬の服用で落ち着くことが出来ていた。
Ｈ18年12月末頃より、不眠・自律神経症状が増悪して、頓服薬を多量に服用することがあり、夫が服薬管理を行っていた。
Ｈ19年1月より、希死念慮が出現し市販薬の大量服薬が3回、リストカットが1回あった。大量服薬後やリストカット時には、夫や兄、友人などに電話することが度々あった。
Ｈ19.1.18同院受診し、本人・家族から入院希望があり、同院より当院紹介され、Ｈ19.1.19当院初診し入院。

【今後のケア検討】

· 今後は希死念慮があるため所在確認の徹底。

· 静かな環境で休養、生活リズムと整える。

· イライラ時、行動化や薬への依存をせず、言語化できるように関わる。

· 身体に危険な行為があった場合は、安全の確保の為、東病棟への転棟での治療。

· スタッフ間の統一したアプローチと、ケア状況の共有を行い看護上の問題点を明確にし、その都度ケア検討していく。

＜感染対策管理委員会より＞

医療廃棄物取扱状況点検報告書（12月）によると、西病棟では以下の指摘事項がありました。度々指摘されている点もある為、廃棄方法の確認・今後の対策を挙げています｡

· 注射針のキャップを一般ゴミに捨てる事を知らなかったスタッフがいた。

→感染性ＢＯＸに添付している写真を参考にしながら、廃棄方法の徹底を図る｡廃棄方法がわからない場合は他のスタッフへ聞き、知らないままにしておかない。

